
　本書は現在のトピックスの 1つで
ある腹腔鏡下大腸癌手術の手技を解
説しているので，大きなカテゴリー
としては医学書に分類されることは
論を俟たないが，それだけでは済ま
されないと感じたのは小生だけであ
ろうか．カテゴリーを細分類すると，
タイトルからは「手術手技書」とな
るが，よく読んでみると「腹部の臨
床解剖学書」としたほうがよいとも
いえる．また，「消化管外科医が手術
を修得するための基本的な心構え」
といった教育論書でもある．さらに
は「大腸癌手術における覚書」といっ
た著者自身のエッセイというように
判断しても妥当かもしれない．文章
の端々に著者の外科医としてのポリ
シーが述べられ，時には人生観も言
外の意として込められているからで
ある．
　著者が豊富な手術経験と莫大な数
の論文検索を基にして得た解剖学的
知識と手術手技を，初心者の立場に
立って解説してあるため，非常に理
解しやすい内容になっている点が本
書の特徴である．すべての図がハン
ド・ライティングで描写されており，
カラー写真が多用されている従来の
手術書とは趣を異にしている．“手

術記事の中の図を，下手でも自分で
描けるのが真の外科医である”と駆
け出しのころに恩師から教えられた
ことを今でも鮮明に記憶している．
撮影技術の進歩で写真やビデオとし
て手術記録を残すことがほとんどと
いう現況で，術中体位，ポート・鉗
子の挿入図，腹腔内での操作状況，
などすべてが手描きである点が，著
者の“外科医魂”の現われでもある．
同時に，随所で断面図を挿入して読
者の三次元的な理解をアシストして
いるところは心憎いばかりの教育的
配慮である．
　また，腹腔鏡下手術のみに焦点を
当てておらず，常に開腹手術の場合
との対比を念頭に置いて解説が進め
られているのも賞賛に値する．とり
わけ，S状結腸切除術および右側結
腸切除術の際の，内側アプローチか
外側アプローチかに関する解説にお
いてはその点が詳述されており，興
味深いものであった．大腸癌に対す
る手術において，腹腔鏡下で手術を
行うのか，それとも開腹で行うのか
はアプローチの違いだけであり，本
質である「過不足のない手術」をめ
ざすことを強調して，その目的に合
致した手術を遂行するための知識を

読者に伝授することを基本理念とし
ている姿勢には敬意を表したい．
　一方，用語の定義を明確にし，共
通の認識の下でディスカッションを
行うことが必要不可欠であることを
冒頭で提唱しておいてから，解剖お
よび手術手技の解説を展開している
プロセスにも，著者のサイエンティ
ストとしての非凡さを垣間見ること
ができる．基礎編の最後に記述され
た「わが国の『大腸癌取扱い規約　第
7 版』は，これらの現実から離れた
考察のなかにあり，片手落ちと言わ
ざるをえない」は，経験と知識の裏
付けがなければできない批判である
のは火を見るよりも明らかである．
　今後，本書が多くの外科医や解剖
学・発生学・組織学を専門とする基
礎医学者によって精読され，賛否両
論が著者の元に寄せられて，結果的
に大腸癌患者の診療に福音がもたら
されることを願ってやまない．
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